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  “ばなな くるま さざんか つえ とりのす” 
丸一日発しないことも多い。しかしその時々発する声が私の心に響いてきたのである。その声を聞いてか
































































































    
 
はないかという頃に、寝たきりの身内の側に寄り添ってその言葉を拾い集めた「森と歩く人」2011年制作の
作品がある。拾い集めた言葉を白い紙で形を切取り部屋の中に吊り下げていくものである。まるで民俗学の
「心の採集」のようであったと大橋は語る。同時に身内の者の持ち物から言葉にあった者を探し、それらも
糸に結んで吊るした。それはどこかの風習儀式で見たようなものであった。そこでは死でもないそれでも死
に限りなく近い透明な狭間が作れたような気がすると云う。その後、様々な自己風習と言って良い試みが成
されてきた。 
今回の博士作品では「なく家 ナクイエ」では、映像作品2点と木造の家の形態の立体作品が皆同じタイト
ルで提示されている。様々な場所で鬼を探す試みをしてきた大橋は、ここでは廃屋に住む鬼を探している。
人の住まなくなった古い家のなかで、その土地の人々が複数の鬼の面を織り込んだ被り物を頭に被り、ゆら
ゆらと身体を揺らしながら徘徊している映像作品である。家型の作品は木造の家が乾燥や積もった雪の重さ
で反ったり戻ったりする際に軋む音を発することを想定して作られている。自身の育った実家での体験が元
にある。もう1点の映像作品は廃屋の佇まい、風や日の光と影のなかでゆらゆらと揺れるものが、過去の作者
の映像作品を集め再編集して空間の片隅に置かれている。これは風習儀式になるというより、微かにそこに
あるものの震え、存在をただ感じさせようとしているものである。 
大橋の抱える「風習とアート」というテーマは、私たちの生活の変化や社会で起きる様々な現象、社会問
題とも関わる、人間の営みを見守り、観察し、その土地の、その地域の人々の生活の変化をリサーチして見
出してきたもので、たいへん独自で貴重な試みとして評価できる。博士作品と博士論文ともに審査メンバー
全員が高く評価し、合格とした。 
